
 
 ◇12 月の聖句 ◇ 
 もし、右の目があなたをつまずかせるなら、えぐり出して捨ててしまいなさい。体の一部がなくなっても、全身が地獄

に投げ込まれない方がましである。 

 

                                   マタイ福音書５章 29節  

                                                                      

12 月例会 

 日時；2019 年 12月 10 日 (火)19：00～ 

 場所：若松栄町教会 

         司会：高橋 力さん 

１．開 会 点 鐘         会 長  

 ２．ワイズソング      一 同 

 ３．会 長 挨 拶      会 長  

 ４．連絡  報告  

 ５．聖 句 朗 読     髙橋 力さん 

 ６．食 前 感 謝      

 ７．キャンドル・サーヴィス 

                 

 ８．Happy Birthday! Happy Anniversary!  

                                  

９．閉 会 点 鐘      会 長 

 

＜1１月例会出席状況＞ 

   在 籍 者 5 名   ゲスト 0 名 

   出 席 者 0 名    

＊例会出席率 0％    

 

あ か べ こ      5,000 円 

19－20 年度合計     15,000 円 

 
 

    

 

     

   教会との出会い 

              髙橋 力さん 

 

ぼくの誕生地は東京神田（1932）。暮らしは更に旧

満州吉林へ。敗戦直後引き揚げて千葉県木更津での

青春前期に木更津教会で受洗。きっかけは旧制木更

津中学への登校途上、敗戦後の混乱の中で体験した

暴行略奪に日々で味わった死への無感覚さへの気づ

き。一見平穏な何事もない営みにいるオレは、再びあ

の様な状況に置かれたら、忽ち人の死にも無感覚な人

間に舞い戻ってしまうのだろう。 

良心さえしっかりしていればと人はいうが、覆い被さ

ってくる環境次第で我が生き方など立ち所に無限地獄

へ転落間違いなしに違いない。「何事があっても動か

ない存在に出会いたい」。不思議なことに程なくその時    

が来た。父の実家茨城県利根川流域に仮住まいして

いた家族と木更津に同居する。母に連れられて木更津 

教会へ。母は父と出会うまで、純真な教会生活をしてき

た仙台のミッションスクール尚絅女学院卒業生だった。 

  次号別記のような父八郎との出会があり、ガムシャラ

な農民運動家（アカ）とクリスチャン娘の結婚など許され

るわけがない、と親族はじめ母の所属する教会の破門

まであって結婚後のキリスト教生活は硬く閉じたれてい

た。だからぼくたちは母のクリスチャンの姿を味わうこと

は全くなかった。（次頁へ） 

 

 

 

2019～2020 年度主題 

国 際 会 長 Jennifer Jones(豪州)  「より良い明日のために今日を築く」 

アジア地域会長 田中 博之（東京多摩みなみ）「アクション」 

東日本区  理事 山田 敏明（十勝）  「勇気ある変革、愛ある行動！」 

北 東 部  部長 鈴木伊知郎（宇都宮東）「われら北東部、世界のワイズメンズと共 

に前へ進もう！」                   

会津クラブ会長 青山 孝男       「歩みを止めず、がんばっぺ！」   
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強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う 

《例会》 

毎月第２火曜日 19：00〜21：00 

若松栄町教会 （☏0242-27-3944） 

 



 

 礼拝に出るようになって気がついた。「あっ、この歌、

よく台所で歌っていた歌だ」「この迷子の子羊の話、夜

寝る時布団の中で聞いたことがあるっ」。 

木更津教会で母の信仰生活は復活し、僕たち子どもた

ちの人生にも流れ込んできた。（次回も高橋 力さん） 

  

東日本区理事メッセージ 

 

東日本区理事 山田敏明 

理事主題 

「勇気ある変革，愛ある行動！」 

東日本区の皆様、こんにちは。 

少し早い気がしますが、クリスマス

おめでとうございます。 

 ＹＭＣＡに連なる私たちワイズメンにとって、イ

エスキリストの誕生日であるクリスマスは特別な

意味があります。各クラブで、クリスマス例会など

を通して、皆さんで祝いましょう。 

 今般の台風19号・15号・豪雨の被災地支援を支え

るために現在、ワイズメンズクラブ国際協会東日本

区では日本ＹＭＣＡアクティブ募金を軸に活動を

進めています。ワイズメンズクラブ国際協会アジア

太平洋地域から我々の活動を支援するためにＮＤ

ＥＲＦ（自然災害緊急支援基金 Natural Disaster 

Emergency Pelief Fund)から5,000米ドルが贈られ

ました。また、台湾区からも、多額の募金（27,930

米ドル）をお送りいただき、常に仲間意識の強い台

湾区の心温まる支援に感謝いたします。被災地のこ

どもたちとご家族の心によりそう支援活動のため 

に大切に使わせていただきます。 

 今月の強調月間は、ＥＭＣ/ＭＣです。会員増強

と維持啓発（新会員獲得と会員意識の高揚）の為、

会員増強委員会を中心に活動を進めています。東日

本区としては、貴重な財源であるＪＥＦ基金を有効

活用させて頂き、この活動を支えていきます。東日

本区会員全員で、将来のワイズダムの為にも、前に

進みましょう。（東日本区理事通信 第６号より） 

 
 会津クラブより 

◎ＹＭＣＡ総主事会津へ 

 11 月 19 日ＹＭＣＡ総主事が会津に訪れました。

東京：菅谷氏、群馬：村上氏、北海道：秋葉氏 

茨城：宮田氏、山中：露木氏、埼玉：小谷氏、 

千葉：廣田氏、仙台：村井氏、宇都宮：塩澤氏、 

盛岡：濱塚氏の 10 名 

昼食を会津の代表的な郷土料理輪箱飯（わっぱめ

し）を共にした後、若松栄町教会の礼拝堂へ向かい

ました。片岡牧師不在のため、輝美夫人より 2001

年 11 月に礼拝堂の修復工事が完成。冊子で当時の

様子や戦時中における礼拝堂の使われ方から現在

の礼拝堂が地域で活用されている事などを短時間

ではあったが皆さんは関心していました。 

 「放射能情報センター」へ移動し 2011 年 5 月 11 日

「放射能から子どものいのちを守る会・会津」が、同年 7

月 11 日には「会津放射能情報センター」が立ち上げ、

これまで続けてきた活動をリーフレットで話して頂きまし

た。予定していた時間を超え、センター内に設置してあ

る測定機器や今後についてまだまだ聞きたい様子で

はありましたが、片岡輝美代表と放射能情報センター

の働きを覚え終了としました。 

 

       
☆ 今後の予定 ☆ 

ワイズメンズクラブ 

◇ 1 月例会 1月 14 日 

◇ 十日市出店 1 月 10日神明通り 

 

 

 

 


